
お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！

越知町環境水道課からのお知らせ

5月16日（日）は、町内一斉清掃
の日です 詳細記事は、13ページに掲載

広報広報

越知バッファロー、3位おめでとう！（第36回高知県少年野球春季選手権大会）



｜広報おち｜5月号｜2｜

ま・ち・の・話・題

観
光
物
産
館
「
お
ち
駅
」オ
ー
プ
ン

　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
越
知
駅
跡
地
に
建
設

を
進
め
て
い
た
「
観
光
物
産
館
お

ち
駅
」
が
完
成
し
、
４
月
４
日

（
日
）
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
落
成
式
に
引
き
続
き
、
お
ち
駅

を
中
心
に
、
商
店
街
各
所
で
趣
向

を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
お
ち
駅
は
、
１
階
が
産
市
や
高

知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の

グ
ッ
ズ
な
ど
の
物
販
コ
ー
ナ
ー
・

観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
町
観
光
協

会
事
務
所
か
ら
な
り
、
２
階
は
、

展
示
会
な
ど
が
開
け
る
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
物
販
コ
ー
ナ
ー
は
、
６
月
末
ま

で
無
休
。
午
前

８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
営
業

し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

多くの人でにぎわったもち投げ 物販コーナーには新鮮な野菜や寿司などが並び、多くの買い物客が訪れました

テープカットでおち駅がオープン

消防防災コーナー キッズランド

スタンプラリー もちつき体験

フリマカフェ

炭アート・絵画展



｜3｜広報おち｜5月号｜

ま・ち・の・話・題

　
３
月
21
日
に
、
宮
の
前
公
園
に

お
い
て
、
約
130
人
の
消
防
団
員
が

参
加
し
て
、
越
知
町
消
防
団
総
合

演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
演
習
は
、
消
防
団
員
の
消

防
能
力
向
上
を
目
的
に
、
毎
年
３

月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
演

習
で
は
、
恒
例
の
一
斉
放
水
を
は

じ
め
、
消
防
署
の
タ
ン
ク
車
と
の

連
携
訓
練
や
仁
淀
川
を
水
利
と
し

た
中
継
放
水
訓
練
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ

ん
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
今
季
か
ら
越
知
町
と
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
協
定
を
結
ん
だ
高
知
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
歓
迎
式

が
、
４
月
８
日
（
木
）
役
場
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
定
岡
智
秋
監
督

や
ナ
イ
ン
ら
約
30
人
を
多
く
の
町

民
ら
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
後
、

町
民
総
合
運
動
場
へ
移
動
し
、
本

格
的
に
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
練
習
時
間
は
毎
週
月
曜
か
ら
木

曜
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
予
定
で
す
（
変
更
に
な
る
場

合
も
あ
り
）
。

　
越
知
町
の
球
団
と
な
っ
た
高
知

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
を
町

民
の
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

曜
日火水金土日金土日土土日

対
戦
相
手

香
川

香
川

徳
島

徳
島

徳
島

長
崎

長
崎

長
崎

愛
媛

大
阪

大
阪

開
始
時
間
 

14
時

14
時

14
時

13
時

13
時

14
時

14
時

14
時

13
時

13
時

13
時

球
場

高
知
球
場

高
知
球
場

高
知
球
場

宿
毛
球
場

四
万
十
ス
タ
ジ
ア
ム

高
知
球
場

高
知
球
場

高
知
球
場

宿
毛
球
場

室
戸
マ
リ
ン
球
場

室
戸
マ
リ
ン
球
場

入
場
券
　

大
人
券
〔
高
校
生
以
上
﹈
１
０
０
０
円

　
　
　
　

小
人
券
〔
小
・
中
学
生
〕
　

５
０
０
円

　
　
　
　

※
未
就
学
児
童
は
無
料

「
よ
う
こ
そ
越
知
町
へ
！
」

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

越知保育園の園児たちもお出迎え

龍央キャプテンから選手の紹介 吉岡町長と定岡監督が記念品を交換

北古味オーナーらに町職員から花束贈呈

越
知
町
消
防
団
総
合
演
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
知
町
消
防
団

“おらんくの球団”
高知ファイティング
ドッグスを
応援に行こう！

５月の試合日程（高知県内開催分）



｜広報おち｜5月号｜4｜

ま・ち・の・話・題

第
２９
回
中
学
校
野
球

　
　
　
　
越
知
交
歓
大
会

　
３
月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、越
知
町
民
総
合
運
動
場

を
メ
イ
ン
会
場
に
、11
チ
ー
ム
が
集

ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
の
選
手
宣
誓
は
、
越

知
中
学
校
の
主
将
・
吉
村
英
将
君

（
２
年
生
）が
元
気
よ
く
行
い
、健
闘

を
誓
い
ま
し
た
。

　
２
回
戦
か
ら
の
出
場
と
な
っ
た

越
知
中
学
校
は
、
伊
野
中
学
校
と

対
戦
し
、６
対
１
で
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。決
勝
戦
は
、
久
礼
中
学
校

が
窪
川
中
学
校
を
１
対
０
で
下

し
、優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
久
礼
中
学
校

準
優
勝
　
　
窪
川
中
学
校

第
3
位
　
　
伊
野
中
学
校

　
　
　
　
　
高
岡
中
学
校

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大

会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
様
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　（

教
育
委
員
会
）

お
め
で
と
う

　
低
学
年
第
3
位

　
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

　
４
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
、第

20
回
高
知
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
春
季
選
手
権
大
会
が
、
野
市
青

少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、高
学
年

31
チ
ー
ム
、
低
学
年
16
チ
ー
ム
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
高
学
年

の
部
は
、２
回
戦
へ
勝
ち
進
み
ま
し

た
が
、
前
年
度
全
国
大
会
３
位
の

中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
残
念
な
が
ら
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
低
学
年
の
部
は
、
順
調
に
勝
ち

進
み
、
迎
え
た
準
決
勝
戦
で
大
津

と
戦
い
、
接
戦
の
末
、
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、３
位
と
好
成
績
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、さ
ら
に
上
の
順

位
を
と
れ

る
よ
う
に

練
習
を
頑

張
っ
て
い

ま
す
の
で

応
援
よ
ろ

し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
第
3
位

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

　
第
36
回
高
知
県
少
年
野
球
春
季

選
手
権
大
会
が
、
３
月
27
日
か
ら

30
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、室

戸
マ
リ
ン
球
場
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
幡
多
地
区
を
除
く

県
内
77
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
は
、
初
出
場

の
た
め
、初
戦
突
破
を
目
標
に
１
回

戦
の
稲
生
タ
イ
ガ
ー
ス
戦
に
臨
み
、

２
本
の
本
塁
打
と
堅
い
守
り
で
７

対
１
で
快
勝
し
、
２
回
戦
・
潮
江
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
３
回
戦
・
安
田
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、４
回
戦
・
嶺
北
ジ

ュ
ニ
ア
に
連
勝
し
ま
し
た
。

　
準
々
決
勝
で
は
、
越
知
新
人
大

会
で
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
高
須

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
と
マ
リ
ン
球
場
で
の
対

戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
球
場
の
雰

囲
気
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
投
手
・

守
備
陣
の
踏
ん
張
り
と
、
打
線
の

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
３
対

１
で
勝
利
し
、
準
決
勝
戦
ま
で
進

出
し
ま
し
た
。最
終
日
の
準
決
勝

戦
で
は
、十
市
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
対

戦
し
、
１
回
裏
、
先
頭
打
者
に
右
中

間
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
先

制
さ
れ
２
死
後
１
点
追
加
さ
れ
、０

対
２
と
先
行
を
許
し
ま
し
た
。そ
の

後
、
３
回
、
５
回
と
無
死
で
走
者
を

出
し
反
撃
し
た
も
の
の
得
点
に
結

び
つ
か
ず
惜
敗
し
ま
し
た
が
、日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
初
陣
な
が
ら
３
位
入
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

１
回
戦
　
　
越
知
７
‐
１
稲
生

  

２
回
戦
　
　
越
知
７
‐
１
潮
江

  

３
回
戦
　
　
越
知
８
‐
２
安
田

  

４
回
戦
　
　
越
知
６
‐
２
嶺
北

  

準
々
決
勝
戦
　
越
知
３
‐
１
高
須

  

準
決
勝
戦
　
越
知
０
‐
２
十
市

　越知バッファローは、これからも、
次の勝利を目指して練習に励みま
す。応援よろしくお願いします。



保育園
氏原知恵子さん

産業建設課
岡　幸夫さん

会計管理者
小田和實さん

西田沙耶花

小田ゆりえ

｜5｜広報おち｜5月号｜

ま・ち・の・話・題

　
４
月
21
日
に
、
高
知
県
立
県
民

体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度

高
知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
消
防
団
員
の
妻

と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
夫
を
支

え
て
き
た
内
助
の
功
が
認
め
ら

れ
、
境
節
子
さ
ん
（
夫
・
境
稔
彦

さ
ん
）
に
高
知
県
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
越
知
町
長
選

挙
が
、
４
月
13
日
に
告
示
さ
れ
、

届
け
出
の
あ
っ
た
候
補
者
は
現
職

の
吉
岡
珍
正
氏
の
み
の
た
め
、
無

投
票
で
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
今
回
で
、
４
期
目
の
町

長
就
任
と
な
り
ま
す
。

吉
岡
珍
正
氏

が
再
選

 

　 

越
知
町
長
選
挙

　
越
知
町
職
員
で
あ
っ
た
小
田
和

實
さ
ん
、
岡
幸
夫
さ
ん
、
氏
原
知

恵
子
さ
ん
の
３
人
の
方
々
が
、
平

成
22
年
３
月
31
日
付
で
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 退

職
職
員
紹
介

西
田
沙
耶
花

　
４
月
か
ら
、
越
知
保
育
園
で
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
西
田

沙
耶
花
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と
向

き
合
い
、
心
を
込
め
て
保
育
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
の
方
々
、
越
知

町
の
皆
さ
ん
と
は
、
困
っ
た
こ
と

や
心
配
な
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
伝
え
合
い
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
共
に
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
な
関
係
を
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

小
田
ゆ
り
え

　
み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
４

月
か
ら
越
知
町
役
場
に
採
用
に
な

り
ま
し
た
、
小
田
ゆ
り
え
と
申
し

ま
す
。
住
民
課
で
後
期
高
齢
者
医

療
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
私
自
身
、
生
ま
れ
育
っ
た
町
で

働
け
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
住
民
課
は
、
皆
さ

ん
と
関
わ
る
機
会
を
一
番
多
く
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
社
会
経
験
も
少
な

く
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
毎
日
が
勉
強
で
す
。

業
務
的
な
勉
強
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
方
々
と
の
関
わ
り
の
中
で
学

ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
近
い
存

在
と
し
て
、
努
力
し
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
採
用
職
員
紹
介

夫
を
支
え
続
け
て

消
防
団
員
内
助
功
労

4
月
26
日
の
初
登
庁
の
際
に
、

職
員
か
ら
花
束
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。



｜広報おち｜5月号｜6｜

①明るい未来を担う人づくり

②家庭や地域の教育力の向上

③教育の質の向上と教育環境の整備

基
本
理
念

平成22年度越知町教育行政の方針と重点平成22年度越知町教育行政の方針と重点平成22年度越知町教育行政の方針と重点

Ⅰ．学校教育の充実と強化

Ⅱ．社会教育

Ⅱ．社会教育

Ⅲ．社会体育

Ⅳ．青少年
の健全育成

重 点 方 針Ⅰ．学校教育
の充実と強化

　昨年度は、国として初めて教育振興基本計画が策定され、高知県におきましても今後

10年間を見通した「高知県教育振興基本計画」が策定されるなど、改革の大きなうねり

の中にあります。このような流れの中、越知町教育委員会といたしましては、「町の発

展は“人づくり”から」ととらえ、高知県教育委員会の行政方針を基調にしつつ、関係

部局や関係機関、団体との連携を図りながら、子どもたちの健やかな成長のために真摯

に取り組んでまいります。

　また、21年度に改訂された「学ぶ力を育み 心に寄りそう 緊急プラン」に全面的に則

り、保幼小中の連携を緊密にするとともに協同した研究・実践への支援を進め、子ども

たちの基礎学力の定着と学力の向上を目指します。さらに、知・徳・体の調和のとれ

た、豊かでたくましい心と体を育み、郷土に誇りをもち国際社会で信頼される人間の育

成を目指すために、次に掲げる教育行政施策を推進してまいります。

　本年度も町民の皆様の多大なご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

①子どもたちの基礎学力の定着と学力の向上を目指します。

②教職員の指導力と資質の向上のための研修を実施します。

③「豊かな心」を培い生きる力を育むとともに、いじめ・不登

校を克服する学校・学級づくりを進めます。

④児童生徒に運動に親しむ機会を確保し、基礎体力の向上に努

めます。

⑤保幼小中の連携をより強化し、学力の向上や生きる力の育成

に取り組みます。

⑥学校・園・家庭・地域の連携を強化し、家庭の教育力の向上

を目指します。

⑦社会の変化に対応した教育を推進します。

１．家庭教育、地域教育、公民館活動の推進
①家庭、地域の教育力の向上に積極的に取り組みます。

②学校・家庭・地域の連携の強化に積極的に取り組みます。

③地区公民館の連携・交流の推進体制の整備を図ります。

④子どもから高齢者まで、各年齢に応じた生涯学習事業の充実

を目指します。

・到達度把握検査などの実施

・各園校の授業公開や交流の推進

・合同研修会・乗り入れ授業の実施

・情報教育や小学校外国語活動の充実

・校内研への指導主事等の招聘

・学習アドバイザーの派遣

・学力向上サポーターの派遣

・図書の充実と読書活動の推進

・家庭教育学習の開催

（子育て中の母親教室）

・日韓中学生国際交流事業

・北広島町地域交流事業

・高岡教育総合フェスタへの参加

・中学校総合学習への支援

・開かれた学校づくり委員会の連携
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平成22年度越知町教育行政の方針と重点

Ⅲ．社会体育
１．総合型地域スポーツの推進
①地域住民が性別・年齢に関係なく、気軽にスポーツを楽しめ

る場所を提供します。

②町民一人ひとりのレベルや目的、年齢に合わせて参加できる

事業を実施していきます。

③振興を図るための環境整備にも取り組み「健全な心身で豊か

なスポーツライフを楽しむことのできる」【人づくり】を目

指します。

2．スポーツチーム招致によるスポーツの振興と
地域活性化の推進　

　高知ファイティングドッグスに練習場の提供やその他の支援

を行うとともに、高知ファイティングドッグスの協力を得てス

ポーツの振興を図り、地域の活性化に取り組みます。

Ⅳ．青少年の健全育成
①「青少年が生き生きと心豊かに、安心して安全に暮らせる家庭

づくり」を目指します。

②学校・家庭・地域社会や関係機関・団体が連携し、青少年にふ

さわしい環境を作ります。

③地域に根ざした子育て支援や家庭の教育力の向上を図る取り組

みを推進します。

④青少年の意欲を高め、心と体の相伴った成長を促すため、正し

い食生活、生活習慣、運動習慣を持てるように支援します。

⑤多様な体験活動の機会を提供し、仲間や地域の大人との交流に

よって、青少年の社会性や人との関わり方の養成を図ります。

２．人権教育の推進
①越知町人権教育研究協議会と連携を密にし、差

別のない明るい地域社会の実現を目指します。

②多くの町民が参加できる人権講演会を開催し人

権意識の向上を図ります。

③あらゆる人権問題について、正しい認識を持っ

てもらえるよう、今年もテーマを決めて多くの

町民が参加できる講演会を開催します。

３．文化の振興
①文化推進協議会を中心とした、文化活動の推進を図ります。

②横倉山自然の森博物館を核とした、自然環境学習を推進します。

③越知町の文化財や文化的遺産の保護に努めるとともに、郷土

愛の醸成に努めます。

・越知町人権教育研究協議会

　との連携　

・幼保小中の一貫した指導体制

　への支援

・人権講演会の実施

・人権学習会への参加

 ・総合型スポーツクラブへの助成
・地域交流を目指した軽スポーツの推進

・高知FDの協力を得てスポーツの振興

・青少年育成越知町民会議との連携

・少年育成センターとの連携

・こども支援ネットワークとの連携

・文化推進協議会の組織強化

・博物館企画展・教室の実施

・ジオパーク構想への取り組みの推進

・フォレストクラブへの支援

・博物館ボランティアの養成

・小中学校の総合学習への支援

お問い合わせ先
越知町教育委員会生涯学習課

ＴＥＬ２６－３４００
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２０１０年高知ファイティングドッグス
メンバー表
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２０１０年高知ファイティングドッグス２０１０年高知ファイティングドッグス
メンバー表メンバー表

２０１０年高知ファイティングドッグス
メンバー表

定岡　智秋

佐伯　和司

山田　　勉

鴨川　和幸

丸野　裕司

武田　大輔

濵田　兼信

山隈　茂喜

山中　智貴

山﨑慎一郎

野原慎二郎

吉川　　岳

宮元　智博

飯田　一弥

駿河　謙太

村上　祐基

林　　洋平

今中　尭大

流　　大輔

龍　　　央

西本　泰承

梶田　　宙

中平　大輔

大谷　龍太

青木　走野

安田　圭佑

内田　宜友

中野　圭介

監督

コーチ

トレーナー

投手

捕手

内野手

外野手

練習生

※　＊印（背番号横）は　2010年新人

※　キャプテン（龍央）、副キャプテン（梶田宙、山隈茂喜）

※　（注）年齢は2010年度末時点

※　龍央：中村龍央

2010年 4月現在

さだおか　ちあき

さえき　かずし

やまだ　つとむ

かもがわかずゆき

まるのゆうじ

たけだ　だいすけ

はまだけんしん

やまぐま　しげき

やまなか　ともき

やまさきしんいちろう

のはらしんじろう

よしかわ　がく

みやもとともひろ

いいだ　かずや

するが　けんた

むらかみ　ゆうき

はやし　ようへい

いまなかたかひろ

ながれ　だいすけ

たつお

にしもとやすつぐ

かじた　ひろし

なかひらだいすけ

おおたにりゅうた

あおき　そうや

やすだ　けいすけ

うちだ　のりとも

なかの　けいすけ

57歳

58歳

52歳

27歳

23歳

25歳

19歳

27歳

22歳

20歳

26歳

25歳

24歳

25歳

19歳

23歳

19歳

21歳

22歳

30歳

24歳

28歳

29歳

23歳

23歳

23歳

21歳

19歳

1953. 6.17

1952. 6. 5

1958.10. 3

1984. 1.16

1987.12. 3

1985. 5.24

1991. 9. 3

1983. 6.28

1988.12.29

1990. 4.28

1984. 8. 6

1986. 2.28

1986. 4.21

1986. 3.10

1991. 4.10

1987．7.24

1991．9．6

1989. 5.23

1989. 3.11

1981. 1.22

1986. 4.19

1983. 1. 5

1981.11.22

1988. 3.20

1987. 6.30

1987.10. 6

1990. 3.17

1991. 9.19

右・右

右・右

右・右

-

右・右

右・右

左・左

右・右

右・右

右・右

右・右

左・左

右・右

右・右

右・右

右・右

右・右

右・右

右・左

右・右

右・両

右・右

右・左

右・右

右・左

左・左

右・右

右・右

182/85

180/86

175/75

176/75

179/78

172/74

172/65

176/78

180/80

169/61

167/69

172/79

176/82

182/84

181/105

174/74

179/73

175/80

170/68

182/88

175/73

175/76

170/75

187/83

178/78

174/74

163/77

177/67

鹿児島県

広島県

大阪府

愛媛県新居浜市

兵庫県西宮市

高知県高知市

高知県高岡郡

熊本県荒尾市

高知県馬路村

福岡県中間市

大阪府大阪市

大阪府和泉市

鹿児島県鹿児島市

兵庫県神戸市

広島県広島市

広島県福山市

熊本県天草市

大阪府吹田市

福岡県久留米市

埼玉県さいたま市

和歌山県橋本市

愛知県一宮市

高知県高知市

岩手県奥州市

神奈川県真鶴町

宮崎県延岡市

三重県桑名市

広島県広島市

鹿児島実業高→南海ホークス→南海ホークス（コーチ）→

福岡ダイエーホークス（2軍監督・コーチ）

広陵高→広島東洋カープ→日本ハム→広島東洋カープ→

広島カープ（2軍コーチ）→環太平洋大学（監督）

大鉄高校→松下電器→南海ホークス→広島東洋カープ→

明石レッドソルジャーズ（コーチ）

九州国際大→大阪ハイテクノロジー専門学校

西宮今津高校→日本体育大学

伊野商業高→阪南大（中退）

須崎工業高校

九州学院高→函館大→熊本ゴールデンラークス

伊野商業高→ツネイシホールディングス

希望が丘高等学校→福岡オーシャンズ９

桜宮高校→摂南大

登美丘高→桃山学院大

鹿屋中央高→三菱重工長崎

神戸弘陵学園高→関西国際大（中退）

山陽高校（中退）

如水館高校→立正大学

鎮西高校

高知中央高校

祐誠高校→福岡オーシャンズ９

東海大相模高→国際武道大→全浦和野球団

日南学園高校→奈良産業大

享栄高→愛知大

高知高→中央大→ワイテック

前沢高校→水沢駒形野球倶楽部

（豪）ロビーナ高校→（米）オクレア・キャバリアーズ

延岡工業高校→別府大学

桑名工業高校

山陽高校（中退）

登録名背番号 ふりがな 年齢 生年月日 投・打 身長・体重 出身地 経歴

82

88

86

＊11

16

＊18

19

21

＊22

26

42

2

27

＊49

＊1

＊3

5

7

8

9

0

10

＊13

＊36

＊52
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◀募集・案内▶

野
老
山
お
茶
祭
り

ペ
タ
ン
ク
大
会

参
加
者
募
集

第
53
回 

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の
ご
案
内

　
野
老
山
お
と
な
の
学
校
で
は
、

今
年
で
４
年
目
と
な
る
第
４
回
お

茶
祭
り
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
お
茶
が
ゆ
や
雑
炊

を
味
わ
い
な
が
ら
野
老
山
で
の
一

日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
25
日
（
火
）

に
延
期
し
ま
す
が
、
延
期
日
が

雨
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

【
場
所
】
野
老
山
小
学
校
運
動
場

【
参
加
費
】
一
人
　

３
０
０
円

【
申
し
込
み
方
法
】

役
場
と
町
民
会
館
に
備
え
付
け
て

あ
る
申
し
込
み
用
紙
に
ご
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
】

越
知
町
越
知
甲
２
５
６
２

越
知
町
民
会
館
内
「
野
老
山
お
と
な

の
学
校
お
茶
祭
り
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

【
申
し
込
み
期
限
】
５
月
11
日
（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
本
洋
子

　
T
E
L
２
６

｜

１
２
０
１

　
次
の
要
領
で
、
高
知
新
聞
社
・

R
K
C
高
知
放
送
・
高
知
新
聞
社

会
福
祉
事
業
団
の
主
催
に
よ
る

「
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」
を
実
施

し
ま
す
。
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

ご
夫
婦
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◎
式
典
日
時

９
月
１
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

◎
会
場

三
翠
園

◎
資
格

昭
和
35
年
１
月
１
日
〜
同
年
12
月

31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た

夫
婦
（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も

初
め
て
申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
は

参
加
で
き
ま
す
）

◎
申
込
み
期
限

７
月
２
日
（
金
）
必
着

◎
申
し
込
み
方
法

ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄
本

と
、
便
箋
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日

を
明
記
し
、
下
記
ま
で
郵
送
、
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
８
０
‐
８
６
６
６

住
所
不
要

㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部

　
　
　
　「

金
婚
式
」
係

T
E
L
０
８
８

｜

８
２
５

｜

４
３
２
８

特
別
講
演
会

「
子
ど
も
は
未
来
へ
の
希
望
」

　
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
抜
粋

　「
子
ど
も
は
未
来
へ
の
希
望
」
と

題
し
、
前
高
知
県
教
育
長
で
あ
っ

た
大
﨑
博
澄
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
（
３
月
19
日
）。

　
自
身
の
多
く
の
経
験
か
ら
、
親
・

地
域
・
学
校
は
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
を
育
て
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
、

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
抜
粋

①
子
育
て
は
親
育
ち
↓
子
ど
も
が

い
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
リ
ズ

ム
が
規
則
正
し
く
な
る
。
み
ん

な
が
家
庭
で
の
役
割
を
持
つ
。

親
も
一
緒
に
成
長
す
る
。

②
学
力
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な

い
↓
自
尊
感
情
を
持
つ
子
ど
も

に
育
て
る
。
自
分
を
大
切
に
思

う
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
劣
等

感
や
ピ
ン
チ
に
打
ち
勝
つ
「
生

き
る
力
」
が
身
に
付
く
。

③
幸
せ
に
な
る
分
か
れ
目
↓
読
書

や
新
聞
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

言
葉
が
豊
か
に
な
り
、
深
い
考

え
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
正

し
い
判
断
が
で
き
る
。

④
先
生
は
は
ぐ
れ
た
子
ど
も
を
見

捨
て
な
い
↓
子
ど
も
は
先
生
を

信
頼
し
、
子
ど
も
同
士
も
助
け

合
う
。

⑤
よ
そ
の
子
に
世
話
に
な
る
↓
老

後
は
介
護
な
ど
、
よ
そ
様
の
子

ど
も
の
世
話
に
な
る
こ
と
が
絶

対
あ
る
。
そ
の
と
き
の
た
め
に

よ
そ
様
の
子
ど
も
を
大
切
に
育

て
る
。

☆
こ
う
ご
期
待
　

　
平
成
22
年
度
、
教
育
委
員
会
で

は
、
子
育
て
中
の
母
親
を
中
心
に

講
演
会
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
を

託
児
所
付
き
で
行
う
予
定
で
す
。
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◀募集・案内▶

　
５
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

み
な
さ
ん
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
な

か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
以
外
の
日
で

も
、
自
由
に
遊
び
に
来
て
構
い
ま

せ
ん
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
5
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
21
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
26
日
（
水
）

ふ
れ
あ
い
遊
び

（
簡
単
な
手
遊
び
な
ど
親
子
の
ふ

れ
あ
い
遊
び
）

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　

藤
原
・
井
上

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
を
対
象
に
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

お
も
ち
ゃ
図
書
館

【
内
容
】

育
児
相
談

（
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館
で
遊
ぼ
う

【
持
参
す
る
も
の
】

計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康
手
帳
。

３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、
お
茶
、
お
や
つ

は
各
自
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
５
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
連
絡
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

育
児
相
談
・

親
子
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

　
今
年
度
の
越
知
幼
稚
園
の
お
友

達
は
44
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
か
わ
い
い
３
歳
児
の
こ
と
り
ぐ

み
さ
ん
も
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

い
ま
す
。

　
今
月
の
園
庭
開
放
日
は
、
お
天

気
が
よ
け
れ
ば
園
庭
で
春
の
運
動

会
を
し
ま
す
。

　
一
緒
に
走
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
度
も
、月
一
回
の
園
庭
開
放

を
設
け
て
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

５
月
７
日（
金
）　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】　

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

幼
稚
園
で

一
緒
に
遊
ぼ
う
！

病院紹介いたします
　夜間、土日、祝日に体調を急に崩し病院で診察してもらいたいが、診てもらえる病院が分からない場合!?

「高知県救急医療情報センター」（24時間対応）をご存じでしょうか？同情報センターにお問い合わせをい

ただくと、現在診察をしている病院を紹介してくれます。また最寄りの高吾北消防署・仁淀川分署でも病院

紹介を行っておりますのでお気軽にご相談ください。

※お問い合わせの際、現在の容態（症状）、性別、年齢、氏名、住所等をお聞きしますのでお教えくださ

い。

救急（病院紹介）の問い合わせ

ＴＥＬ０８８９－２６－２１１１（高吾北消防署）　ＴＥＬ０８８９－３５－００１７（仁淀川分署）

高知県救急医療情報センター
ＴＥＬ０８８－８２５－１２９９



後
期
高
齢
者
医
療
の
方
も

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

｜広報おち｜5月号｜12｜

◀募集・案内▶

国
保
人
間
ド
ッ
ク（
総
合
・
脳
）

受
診
者
募
集

　
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

の
た
め
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん

に
半
日
人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
受
診
希
望
の
方
は
、
５
月
10
日

（
月
）
か
ら
７
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
、
国
保
保
険
証
、
印
鑑
、
自

己
負
担
金
を
持
参
の
上
、
役
場
住

民
課
国
保
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

【
受
診
対
象
者
】

●
越
知
町
国
民
健
康
保
険
に
１
年

以
上
加
入
（
保
険
証
の
資
格
取

得
の
日
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）
し
て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
で
、
国
保
税
を
完
納

さ
れ
て
い
る
方
。

●
受
診
さ
れ
た
結
果
の
写
し
を
越

知
町
が
保
存
す
る
こ
と
、
ま

た
、
結
果
に
よ
っ
て
は
、
後
日

保
健
師
が
保
健
指
導
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
異
議
が
な
い
方
。

【
受
付
期
間
】

５
月
10
日
か
ら
７
月
30
日
ま
で

【
健
診
時
期
】

８
月
か
ら
12
月
末
ま
で

【
募
集
人
数
】

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
特
定
健
診
等
】

人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
を
受
け
ら

れ
た
方
は
特
定
健
診
を
受
け
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
65
歳
以
上

の
方
は
生
活
機
能
評
価
を
別
に
受

け
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
検
査
内
容
】

●
総
合

胸
部
X
線
、
胃
透
視
、
腹
部
超

音
波
、
心
電
図
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
便
検
査
、
糖
尿
病
検

査
、
肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検

査
、
視
力
眼
底
検
査
、
腹
囲
測

定
な
ど

●
脳頭

部
映
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
、

頭
部
・
頸
部
血
管
撮
影
（
Ｍ
Ｒ

Ａ
）
、
頸
部
超
音
波
な
ど

　
75
歳
以
上
の
方
ま
た
は
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
害
を
お
持
ち
の
方

も
、
半
日
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
助
成
希
望
の
方
は
、

５
月
10
日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
、
保
険
証
、
印
鑑
、

自
己
負
担
金
を
持
参
の
上
、
役
場

住
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
係
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
診
対
象
者
】

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険

者
の
方
で
、
保
険
料
の
滞
納
が

な
い
方
。

●
受
診
さ
れ
た
結
果
の
写
し
を
越

知
町
が
保
存
す
る
こ
と
に
異
議

が
な
い
方
。

【
受
付
期
間
】

５
月
10
日
か
ら
5
月
31
日
ま
で

【
健
診
時
期
】

８
月
か
ら
12
月
末
ま
で

【
募
集
人
数
】

35
人
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
総
合
健
診
等
】

人
間
ド
ッ
ク
（
総
合
）
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
総
合
健
診
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
機

能
評
価
を
別
に
受
け
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
検
査
内
容
】

●
総
合

胸
部
X
線
、
胃
透
視
、
腹
部
超

音
波
、
心
電
図
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
便
検
査
、
糖
尿
病
検

査
、
肝
機
能
検
査
、
腎
機
能
検

査
、
視
力
眼
底
検
査
、
腹
囲
測

定
な
ど

●
脳頭

部
映
像
診
断
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
、

頭
部
・
頸
部
血
管
撮
影
（
Ｍ
Ｒ

Ａ
）
、
頸
部
超
音
波
な
ど

　◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
保
険
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６ 

― 

１
１
７
０

　
生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
は

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６ 

― 

３
２
１
１ 

【健診コースと自己負担金【国保・後期高齢者医療】
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町
内
一
斉
清
掃
の

お
知
ら
せ

【
日
時
】

５
月
16
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

（
小
雨
決
行
）

※
雨
量
が
多
い
場
合
は
、
５
月
23

日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
区
長
さ
ん
（
班
長
さ
ん
）
の
指

示
に
従
い
、
道
路
や
側
溝
な
ど

の
清
掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
分
別
し
て
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
４

　平成21年11月初旬より新型インフルエンザワクチン接種が行われています。越知町では、町民
税非課税世帯と生活保護世帯の方に対して接種費用の負担軽減を実施しています。

　平成22年４月１日以降に接種された方は、病院窓口でいったん接種費をお支払いいただき、その

後払い戻しを受けてください。

［負担軽減対象者］
町民税非課税と生活保護世帯の方（世帯全員が町民税非課税か生活保護の該当者）

※平成22年３月31日までに負担軽減を受けずに接種された方も申請の対象です。

＊軽減が受けられるかの確認は、個人情報保護のため、電話等ではお答えできません。

［接種費用について］
１回目＝3,600円
２回目＝2,550円（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円）

負担軽減対象の方は全額免除

［申請方法］
１．接種後、越知町保健福祉センターにお越しいただき、備えつけの申請書にて、接種費支給の

　　申請をしてください。

２．申請の際、お持ちいただくもの

①印鑑（代理申請をする時は、代理人の印鑑も必要です）

②医療機関の領収書

③接種済証

④振込先（口座番号）が分かるもの

・接種者本人の口座であること

・20歳未満の対象者の場合は、保護者の口座番号（既婚者は除く）

　　　　②医療機関の領収書と③接種済証をお持ちでない方は申請できません。

　　　　医療機関によっては手数料等が含まれていますが、接種費用のみの支給となります。

［申請期間］ ５月 31 日（月）まで

［相談・申請窓口］　詳しくは下記へお問い合わせください。

　越知町保健福祉センター　越知甲２４５７番地（９区）

　平日　午後８時３０分～午後５時１５分　　電話　２６－３２１１

注意

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ

ワクチン接種費用の払い戻しについて

ワクチン
接種
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倒産･解雇などによる離職（特定受給資格者）や
雇い止めなどによる離職（特定理由離職者）をされた方へ

平成22年４月から国民健康保険税が軽減されます
離職の翌日から翌年度末までの期間において、

（1）雇用保険の特定受給資格者（例：倒産・解雇などによる離職）

（2）雇用保険の特定理由離職者（例：雇い止めなどによる離職）

 として失業等給付を受ける方です。

国民健康保険税は、前年の所得などにより算定されます。  

 軽減は、前年の給与所得をその 30/100 とみなして行います。

 ※具体的な軽減額などは、下記までお問い合わせください。

離職の翌日から翌年度末までの期間です。

 ※雇用保険の失業等給付を受ける期間とは異なります。

 ※国民健康保険に加入中は、途中で就職しても引き続き対象となりますが、

　 会社の健康保険に加入するなど国民健康保険を脱退すると終了します。

制度が始まる前１年以内（平成21年３月31日以降）に離職された方は、平成

22年度に限り国民健康保険税が軽減されます。

※ただし、平成21年度の保険税は対象となりません。ご了承ください。

軽減を受けるには申請が必要です。制度の詳しい説明は、
越 知 町  税 務 課   国民健康保険税　担当にお尋ねください。

ＴＥＬ 2 6 － 1 3 8 3

対象者は？

軽減額は？

軽減期間は？

制度が始まる前の
失業は対象外ですか？
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「
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
」

そ
ん
な
時
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

●
申
請
免
除
制
度

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
が
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ

の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料

が
免
除
と
な
る
「
一
部
納
付
（
一

部
免
除
）
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

※
一
部
納
付
は
三
種
類
で
す
。

　
・
4
分
の
1
納
付

　
・
2
分
の
1
納
付

　
・
4
分
の
3
納
付

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
方

は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
お
よ
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い
が

で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
申
請
お
よ
び
承
認
期
間

　
免
除
等
の
サ
イ
ク
ル
（
始
期
と

終
期
）
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。
申
請
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す

が
、
で
き
る
限
り
７
月
に
申
請
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し

て
か
ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害

や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の

受
給
資
格
要
件
に
算
入
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
退
職
（
失
業
）に
よ
る
特

例
免
除

　
特
例
免
除
は
、
申
請
す

る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に

お
い
て
退
職
（
失
業
）
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。
申
請
に
、

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

等
の
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
承
認
を
受
け
た
期
間

　
全
額
免
除
や
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
未
納
期
間
と
は
違
い

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

　
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
て
い
る

被
扶
養
者
の
方
も
、
越
知
町
で
実

施
さ
れ
て
い
る
集
団
健
診
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
診
す
る
に
は
、
協
会
け
ん
ぽ

が
発
行
し
て
い
る「
受
診
券
」と「
保

険
証
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受

診
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
受

診
券
の
発
行
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
協
会
け
ん
ぽ
高
知
支

部
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
健
診
の
予
約
申
し
込
み

は
、
越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
受
診
券
に
つ
い
て
は

協
会
け
ん
ぽ
高
知
支
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
０
―
６
０
１
０

●
健
診
申
し
込
み
先

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
6
―
３
２
１
１

算
入
さ
れ
ま
す
〔
一
部
納
付
（
免

除
）
は
、
一
部
の
保
険
料
を
納
付

し
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
〕
。

　
な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま

す
）
。
　

　
申
請
手
続
き
は
国
民
年
金
担
当

窓
口
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
課
年
金
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の

ご
家
族
の
皆
様
へ

【
特
定
健
診
の
お
知
ら
せ
】
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▽
「
中
学
校
終
了
ま
で
の
子
ど

も
」
と
は
、
満
15
歳
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
子
ど
も
で
す
。

▽
「
中
学
校
２
・
３
年
生
に
な
る

子
ど
も
」
と
は
、
平
成
７
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
で
す
。

　
子
ど
も
手
当
の
最
初
の
支
払
い

は
６
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

６
月
に
支
給
を
受
け
る
た
め
に

は
、
５
月
14
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
９
月
30

日
ま
で
に
申
請
し
な
い
と
、
満
額

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。

◆
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
原
則
と
し

て
請
求
の
あ
っ
た
月
の
翌
月
分

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
申
請
猶
予
期
間

（
９
月
30
日
ま
で
）
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
子
ど
も
手
当
担
当

T
E
L
２
６
―
１
１
１
５

「
子
ど
も
手
当
」

　
　 
に
つ
い
て

小
舟
団
地
　
児
童
公
園
の
遊
具
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
!!

大
雨
な
ど
の

気
象
情
報
を

市
町
村
単
位
で

発
表
し
ま
す
！

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
「
児
童
手

当
」
制
度
に
か
わ
っ
て
「
子
ど
も

手
当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
中
学
校
終
了
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
す
る
保
護
者
に

対
し
て
、
所
得
に
関
係
な
く
子
ど

も
一
人
に
つ
き
月
額
１
３
０
０
０

円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
22
年
３
月
に
「
児
童
手

当
」
を
受
給
し
て
い
る
場
合

◎
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中

に
、
４
月
か
ら
中
学
校
２
・
３

年
生
に
な
る
子
ど
も
が
い
な
い

方
は
、
申
請
手
続
き
は
不
要
で

す
（
た
だ
し
、
６
月
の
現
況
届

は
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
）
。

◎
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中

に
、
４
月
か
ら
中
学
校
２
・
３

年
生
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

◆
対
象
年
齢
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
が
、
「
児
童
手
当
」
を

受
給
し
て
い
な
い
場
合
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。

　
小
舟
団
地
の
児
童
公
園
は
、
昭

和
54
年
度
に
建
設
さ
れ
、
30
年
以

上
の
間
、
皆
さ
ん
に
遊
具
を
大
切

に
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
遊
具
の
安
全
点
検
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
随
分
古
び
て
危
険

な
と
こ
ろ
も
み
つ
か
り
、
今
回
全

面
的
に
遊
具
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。

　
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
今
ま
で

設
置
し
て
い
た
遊
具
よ
り
も
低
学

年
、
幼
児
向
け
の
複
合
遊
具
を
取

入
れ
、
町
内
の
児
童
公
園
に
は
な

い
ロ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
設
置

し
ま
し
た
。

　
小
舟
団
地
の
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
に

も
元
気
に
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
な
お
、
公
園
を
い
つ
も
気
持
ち

よ
く
利
用
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
は
持

ち
帰
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
気
象
庁
で
は
、今
年
５
月
ご
ろ
か

ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
市
町
村

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
越
知
町
に
災
害
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
、
越
知
町
を
含
む
「
高
吾
北
」
あ

る
い
は
「
高
知
県
中
部
」
に
対
し
て

警
報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
下
旬
か
ら
は「
越
知

町
」を
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
市
町
村
ご
と
の
気
象
警
報
・
注

意
報
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm

a.go.jp/

）
や
国

土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ

ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.m

lit.

go.jp/saigai/bosai

joho/i-index.htm
l

）

に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
知
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
T
E
L
０
８
８
―
８
２
２
―
８
８
８
２

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

認
知
症
を
支
え
る
①
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◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
直
通
電
話
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
お
ば
あ
さ
ん
の
様
子
が

最
近
な
ん
か
お
か
し
い
」

「
家
族
だ
け
で
は
介
護
の
限

界
が
き
た
。
ど
う
し
た
ら
え

い
ろ
う
」
「
介
護
し
や
す
い

よ
う
に
家
を
改
修
し
た
い
」

「
詐
欺
の
被
害
に
お
う
た
け

ど
、
ど
う
し
た
ら
え
い
ろ

う
」
高
齢
者
の
方
々
の
生
活

に
関
す
る
い
ろ
ん
な
困
り
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
て
、

必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
相
談
を
お
受

け
し
や
す
い
よ
う
、
直
通
電

話
を
設
置
し
ま
し
た
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

越
知
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
　

２
６
―
１
１
８
７

担
当
　

大
﨑
・
矢
野

は
じ
め
に

　
皆
さ
ん
は
『
認
知
症
』
と
い
う

病
気
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
認

知
症
と
い
う
よ
り
も
『
痴
呆
』
と

い
う
言
葉
の
方
が
、
ま
だ
聴
き
馴

染
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
平
成
16
年
12
月
、
国
は
『
痴

呆
』
と
い
う
言
葉
に
は
侮
蔑
的
な

意
味
合
い
が
強
い
と
し
て
、
痴
呆

か
ら
認
知
症
へ
と
呼
称
を
変
更
し

ま
し
た
。
呼
称
が
変
更
し
、
認
知

症
と
い
う
言
葉
は
比
較
的
浸
透
し

て
き
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
支

援
す
る
関
係
者
に
お
い
て
は
『
痴

呆
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
け
れ
ど
…
。
呼
び
名
は
変
わ
っ

て
も
、
認
知
症
に
な
っ
た
本
人
、

家
族
の
生
き
づ
ら
さ
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
は
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
　

　
認
知
症
の
方
の
自
宅
を
訪
問

し
、
家
族
の
話
を
聞
く
と
、
『
財

布
を
誰
っ
ち
ゃ
ぁ
盗
っ
て
な
い
の

に
、
本
人
は
盗
っ
た
盗
っ
た
言
う

て
、
困
る
…
』
『
夜
も
昼
も
徘
徊

し
て
探
し
回
ら
な
い
か
ん
…
』

『
こ
れ
ば
ぁ
迷
惑
を
か
け
ら
れ
る

や
っ
た
ら
夫
婦
で
死
の
う
か
と
思

う
こ
と
も
あ
る
…
』
な
ど
、
悲
鳴

に
も
似
た
、
切
実
な
思
い
に
触
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
の
生
活
を
知
り
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
。
高
齢
化
の
進
む
わ
が
町
で
は

今
、
真
剣
に
考
え
る
時
が
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
よ
り
本
人
、

家
族
、
専
門
家
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
人
々
に
取
材
し
、
シ
リ
ー
ズ

で
声
を
伝
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

認
知
症
の
あ
る
当
事
者
の
声

〇
自
分
は
そ
ん
な
に
物
忘
れ
が
あ

る
と
は
思
わ
ん
。
周
り
が
、

『
忘
れ
る
、
忘
れ
る
』
い
う
け

ん
ど
、
そ
ん
な
に
忘
れ
や
せ
ん

と
思
う
。

〇
あ
ん
ま
り
『
忘
れ
る
、
忘
れ

る
』
と
馬
鹿
に
さ
れ
た
よ
う
に

　
言
わ
れ
た
ら
腹
が
立
つ
。

〇
夫
が
亡
く
な
り
、
ぽ
っ
か
り
穴

が
あ
い
た
。
何
ち
ゃ
ぁ
す
る
気

が
起
こ
ら
ん
な
っ
た
。

〇
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
ま
で
生

き
て
も
申
し
訳
な
い
。

〇
何
か
情
け
な
い
。
遠
く
の
世
界

に
お
る
み
た
い
な
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
認
知
症
は
、
脳
内
の
病
変
部

位
、
病
気
の
進
行
度
、
そ
の
人
の

性
格
、
環
境
等
々
に
よ
り
100
人
100

通
り
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
紹
介
で
き
た
声
は
、
ほ
ん
の
一

部
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
中
に

は
、
症
状
と
し
て
意
思
疎
通
を
は

か
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

攻
撃
的
に
な
る
方
も
い
ま
す
。
し

か
し
、
あ
る
専
門
家
は
、
症
状
の

背
景
に
あ
る
「
喪
失
体
験
」
「
未

来
へ
の
不
安
」
な
ど
心
理
的
な
背

景
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

話
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
し

た
方
の
よ
う
に
、
夫
と
の
死
別
、

記
憶
を
忘
れ
る
、
周
囲
へ
の
申
し

認
知
症
を
支
え
る
①

認
知
症
を
支
え
る
①

認
知
症
を
支
え
る
①

〜
当
事
者
の
声
を
中
心
に
〜

訳
な
さ
、
死
ん
だ
方
が
ま
し
と
思

う
感
情
…
。
本
人
の
生
の
声
や
、

声
な
き
声
を
拾
い
集
め
て
い
く

と
、
心
の
奥
底
に
あ
る
の
は
、

『
寂
し
さ
』
や
『
孤
独
』
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。
そ
れ

は
、
病
気
の
名
前
や
症
状
を
理
解

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
病
気

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
孤
独

や
寂
し
さ
と
い
っ
た
感
情
を
理
解

し
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に
悩

む
、
本
人
、
家
族
の
生
き
づ
ら

さ
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
ま
で
目

を
向
け
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

 

『
忘
れ
る
っ
て
…
寂
し
い
こ
と

よ
…
』
。
最
後
に
つ
ぶ
や
く
当
事

者
の
声
に
少
し
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
…
。

（
越
知
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
ん 

ち 

し
ょ
う

ち 

ほ
う
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ソ
ン
　
　
ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

５
月
：
韓
国
の
す
ご
ア
イ
テ
ム

第
３
弾
、
オ
ン
ド
ル
♪

国
際
交
流
員
　
孫
　
仙
正

　
季
節
の
女
王
、５
月
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
〜
。韓
国
に
は
、「（
直
訳
す

れ
ば
）女
は
春
に
乗
り
、男
は
秋
に
乗

る
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。す
な

わ
ち
、女
性
の
心
は
花
が
咲
く
暖
か
い

春
と
い
う
季
節
に
最
も
影
響
さ
れ
や

す
く
、男
性
の
心
は
肌
寒
い
風
が
吹
き

始
ま
る
秋
と
い
う
季
節
に
最
も
影
響

さ
れ
や
す
い
と
い
う
お
話
。そ
れ
で
春

に
な
れ
ば
女
性
は
、普
段
に
も
ま
し
て

お
し
ゃ
れ
を
し
た
く
な
っ
た
り
、春
の

雰
囲
気
が
漂
う
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
買
っ

て
お
出
か
け
し
た
く
な
っ
た
り
、恋
に

落
ち
や
す
く
な
っ
た
り（
笑
）。

　
反
面
、男
性
は
秋
に
な
っ
た
ら
い
き

な
り
詩
人
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
す
る
ら

し
い
で
す（
笑
）。並
木
道
を
ト
レ
ン
チ

コ
ー
ト
姿
で
歩
き
な
が
ら
、人
生
と
孤

独
を
噛
み
締
め
た
く
な
っ
た
り
。あ
は

は
、ち
ょ
っ
と
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
っ
ぽ
い

風
景
で
す
か
？
と
に
か
く
、春
は
女
性

の
季
節
、秋
は
男
性
の
季
節
と
い
う
こ

と
は
、韓
国
で
は
か
な
り
定
着
し
て
い

る
感
じ
で
す
よ
♪
　

日
本
の
皆
さ
ん

は
ど
う
思
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
、今
月
の
テ
ー
マ
は
春
と
は

ち
ょ
っ
と
遠
い
お
話
で
す
。先
月
に
引

き
続
き
、ソ
ン
ち
ゃ
ん
選
定
、韓
国
の

す
ご
ア
イ
テ
ム
第
３
弾
。季
節
外
れ
の

感
は
あ
り
ま
す
が（
笑
）今
月
は
オ
ン

ド
ル（
床
暖
）の
お
話
で
す
！

　
越
知
に
住
ん
で
い
る
私
が
、冬
に
一

番
恋
し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
こ
の

オ
ン
ド
ル（
涙
〜
）。オ
ン
ド
ル
の
お
陰

で
南
国
土
佐
よ
り
は
る
か
に
寒
い
冬

で
も
、韓
国
中
の
家
の
中
は
ホ
ッ
カ
ホ

カ
で
す
。対
流
暖
房
と
は
違
っ
て
、石

を
暖
め
て
そ
の
熱
を
保
つ
蓄
熱
暖
房

+
対
流
方
式
の
オ
ン
ド
ル
は
、頭
の
温

度
よ
り
体
の
温
度
を
高
く
す
る
こ
と

で
、人
体
の
健
康
に
は
と
て
も
良
い
暖

房
方
式
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寒
い

冬
、外
か
ら
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、ま

ず
は
暖
か
い
床
に
そ
の
ま
ま
ゴ
ロ
〜

ン
と
。横
に
な
っ
て
脊
椎
全
体
を
温
め

る
と
き
の
気
持
ち
は
、ま
る
で
温
泉
に

入
っ
た
と
き
の
感
覚
と
似
て
い
ま
す
。

　「
オ
ン
ド
ル
」と
い
う
言
葉
は
、オ
ン

（
温
）+ 

ド
ル（
石
）、つ
ま
り「
温
か
い

石
」と
い
う
意
味
の
韓
国
語
で
す
。国

際
標
準
で
は「
O
N
D
O
L
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
オ
ン
ド
ル
の
歴
史
を
辿
る
と
、

４
世
紀
以
前
の
高
句
麗
時
代
ま
で
遡

り
ま
す
。新
羅
や
百
済
に
比
べ
、朝
鮮

半
島
の
北
部
に
位
置
し
て
い
た
高
句

麗
か
ら
オ
ン
ド
ル
が
発
達
し
た
の
は

考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
。そ

の
後
、貴
族
な
ど
の
富
裕
層
を
中
心
に

韓
半
島
全
体
に
徐
々
に
普
及
し
、15
世

紀
の
朝
鮮
王
朝
初
期
に
は
、全
て
の
民

家
が
こ
の
オ
ン
ド
ル
式
の
家
屋
構
造

に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
オ
ン
ド
ル
の
採
暖
原
理
は
、熱
の
伝

導
を
利
用
し
た
も
の
。台
所
の
竈（
か

ま
ど
）に
火
を
た
い
て
、そ
こ
で
発
生

し
た
熱
を
部
屋
の
床
の
下
に
敷
か
れ

て
い
る
広
い
石
全
体
に
伝
導
さ
せ
る

と
い
う
、言
っ
て
み
れ
ば
と
て
も
簡
単

な
原
理
で
す
が
、そ
の
ア
イ
デ
ア
に
感

嘆
し
ま
す
。

　
写
真
の
よ
う
に
、オ
ン
ド
ル
を
使
っ

た
韓
国
の
伝
統
家
屋
の
多
く
は
、煙
の

排
出
口
、つ
ま
り
煙
突
が
地
上
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、石
を
た
だ
敷
く
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。熱
を
最
大
限
に
利
用

す
る
た
め
の
敷
き
方
と
い
う
の
が
あ

る
ら
し
く
て
、実
は
オ
ン
ド
ル
家
屋
の

床
は
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。床
の
石
の
こ
と
を
韓
国
語

で「
ク
ド
ル
チ
ャ
ン
」と
も
言
い
ま
す

が
、こ
の
ク
ド
ル
チ
ャ
ン
の
敷
き
方
に

よ
っ
て
、熱
を
何
日
も
持
た
せ
る
こ
と

も
可
能
だ
と
い
う
の
だ
か
ら
、改
め
て

先
人
た
ち
の
知
恵
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
料
理
と
暖
房
を
同
時
に
す
る
か
ら

一
石
二
鳥
。台
所
の
熱
を
無
駄
に
せ
ず

に
、蓄
熱
に
優
れ
て
い
る
石
を
暖
房
に

利
用
す
る
こ
と
が
、と
て
も

エ
コ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
は
朝
鮮
時

代
の
お
話
で
、台
所
の
竈
が

無
く
な
っ
た
現
代
に
は
、昔

の
ま
ま
の
オ
ン
ド
ル
を
使

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
代
の
住
宅
に
は
、竈
の
熱

の
代
わ
り
に
石
油
や
ガ
ス

な
ど
を
利
用
し
て
、床
の
下

に
敷
か
れ
た
ボ
イ
ラ
ー
に

お
湯
を
回
す
と
い
う
形
の

住
宅
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

形
は
違
っ
て
も
、韓
国
内
の

全
て
の
住
宅
が
、こ
の
床
暖

房
方
式
で
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し

て
今
で
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、ド
イ

ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
、ス
イ
ス
な
ど
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
、新
築
住
宅
の
多

く
が
こ
の
床
暖
房
方
式
で
作
ら
れ
て

い
る
ら
し
い
で
す
。
経
済
的
で
健
康

的
、そ
し
て
快
適
な
暖
房
方
式
と
い
う

こ
と
か
ら
、と
て
も
人
気
だ
そ
う
で
す

よ
。

　
で
は
で
は
、こ
れ
で
３
カ
月
に
わ
た

っ
た「
ソ
ン
ち
ゃ
ん
選
定
、韓
国
の
す

ご
ア
イ
テ
ム
三
つ
：
ハ
ン
グ
ル
、キ
ム

チ
、オ
ン
ド
ル
」の
紹
介
は
、今
回
で
お

し
ま
い
で
す
。も
ち
ろ
ん
、ま
だ
ま
だ

紹
介
し
た
い
こ
と
は
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
が
、そ
れ
は
ま
た
の
お
楽
し
み
と

い
う
こ
と
で
〜
♪

　
ち
な
み
に
、ソ
ン
ち
ゃ
ん
選
定
日
本

の
す
ご
ア
イ
テ
ム
と
言
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、そ
れ
は
、誰
が
何
と
言

っ
て
も
寿
司
！
寿
司
！
お
寿
司
！（
握

り
ず
し
）。

　
お
酢
の
ご
飯
の
上
に
生
の
お
魚
を

の
せ
て
食
べ
る
と
い
う
、こ
の
め
っ
ち

ゃ
す
ご
食
べ
物
を
発
明
し
て
く
だ
さ

っ
た
日
本
の
先
人
た
ち
の
お
陰
で
、私

は
今
日
も
幸
せ
に
お
寿
司
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
♥
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松
山
街
道
（
九
）

大
原
　

純
一

九
里
塚
・
続
き

　
舩
木
谷
は
ち
ょ
う
ど
黒
森
山
の

北
斜
面
に
位
置
す
る
集
落
で
あ

り
、
池
内
利
太
郎
は
こ
こ
の
カ
ラ

グ
リ
で
生
ま
れ
、
昭
和
十
五
（
一

九
四
〇
）
年
九
月
、
七
十
六
歳
で

没
し
、
生
家
の
上
の
墓
地
で
眠
っ

て
い
る
。

　
当
時
、
物
資
の
運
搬
を
生
業
と

し
て
お
り
、
な
か
な
か
盛
大
に
仕

事
を
や
っ
て
い
て
、
「
や
り
手
じ

ゃ
！
」
と
皆
か
ら
一
目
置
か
れ
て

い
た
人
で
あ
る
。

　
池
川
や
そ
の
周
辺
で
必
要
な
日

用
品
や
屋
根
瓦
（
柴
尾
瓦
）
を
運

ぶ
場
合
、
越
知
や
柴
尾
か
ら
舟
で

仁
淀
川
を
下
り
、
袖
野
の
下
（
袖

野
の
磯
）
へ
荷
揚
げ
を
し
、
こ
こ

よ
り
牛
馬
の
背
や
人
力
で
袖
野
集

落
ま
で
担
ぎ
上
げ
、
さ
ら
に
こ
こ

か
ら
松
山
街
道
を
利
用
し
て
池
川

ま
で
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
道

中
事
故
も
な
く
安
全
に
仕
事
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
お
礼
と
、
道
行
く

人
々
の
安
全
を
祈
願
し
て
手
洗
石

の
設
置
を
し
た
の
で
あ
る
。
手
洗

石
に
し
た
の
は
、
心
身
を
清
め
汚

れ
を
落
と
し
、
事
に
当
た
る
意
気

込
み
と
、
ま
た
黒
森
山
は
信
仰
の

山
で
あ
り
、
入
山
す
る
の
に
心
身

を
清
浄
に
す
る
た
め
に
使
っ
て
も

ら
お
う
と
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
九
里
塚
と
別
れ
、
街
道
を
上
が

っ
て
行
く
。
道
の
左
側
は
檜
林
、

右
側
は
雑
木
林
で
あ
る
。
山
の
持

ち
主
が
街
道
を
境
に
違
う
こ
と
が

分
か
る
。
馬
酔
木
の
木
が
多
く
、

木
漏
れ
日
の
差
し
込
む
山
道
で
あ

る
。
九
里
塚
か
ら
十
分
程
行
く
と

木
の
間
か
ら
鎌
井
田
の
沈
下
橋
を

遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

朽
木
峠

　
九
里
塚
か
ら
十
五
分
程
歩
く
と

朽
木
峠
に
着
く
。
木
の
間
か
ら
加

枝
集
落
が
見
え
る
。
こ
こ
は
四
つ

の
辻
に
な
っ
て
お
り
、
右
手
は
上

の
稲
村
分
岐
で
あ
る
。
分
岐
を
た

ど
り
稲
村
集
落
に
近
い
場
所
に
明

治
七
（
一
八
七
四
）
年
に
亡
く
な

っ
た
長
州
大
工
の
墓
が
あ
る
。

正
面
　

工
譽
浄
名
信
士

右
側
面

明
治
七
年
戌
十
二
月
十
日

左
側
面

周
防
国
大
嶋
郡
由
良
村

柳
原
冨
造

　
病
気
に
で
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
、
没
年
の
分
か
ら
な
い
墓
石
が

一
つ
、
ひ
っ
そ
り
と
眠
っ
て
い

る
。

黒
森
山
を
迂
回
し
て

　
辻
を
真
っ
直
ぐ
上
が
る
と
黒
森

山
頂
上
付
近
へ
の
道
で
あ
る
。
今

の
黒
森
山
は
ア
ン
テ
ナ
群
が
建
っ

て
無
粋
な
山
に
変
貌
し
て
い
る

が
、
か
つ
て
は
黒
森
大
権
現
の
鎮

座
す
る
信
仰
の
山
と
し
て
、
ま
た

周
辺
は
採
草
地
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
山
菜
採
り
の
楽
し
み

や
、
さ
ら
に
頂
上
か
ら
の
見
晴
ら

し
は
大
変
良
く
人
気
の
あ
る
山
で

あ
っ
た
。

黒
森
神
社
は
高
知
県
神
社
誌
に

横
畠
村
無
各
社
字
黒
森
絶
頂

黒
森
神
社
　

祭
神
未
詳

と
あ
る
。

　
現
存
す
る
最
古
の
明
治
二
十
一

（
一
八
八
八
）
年
の
棟
札
に
は
、

長
州
大
工
の
古
屋
正
次
の
手
に
よ

り
再
建
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の

社
は
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年

の
も
の
で
あ
る
。

　
藩
政
時
代
、
安
政
の
大
地
震
が

あ
っ
た
時
、
（
安
政
元
年
十
一

月
・
一
八
五
四
年
）
大
津
波
が
来

る
と
い
う
デ
マ
情
報
が
飛
び
交

い
、
黒
森
山
へ
避
難
す
る
人
々
の

提
灯
で
黒
森
山
が
明
る
か
っ
た
と

い
う
伝
承
が
あ
る
。

　
街
道
は
こ
の
辻
を
左
に
た
ど
っ

て
行
く
。
こ
こ
か
ら
は
殆
ど
横
道

に
近
い
緩
傾
斜
の
街
道
と
な
る
。

五
分
程
で
林
道
に
合
流
す
る
。
こ

の
分
岐
を
右
に
行
く
。
こ
こ
か
ら

街
道
は
林
道
と
同
じ
ル
ー
ト
と
な

っ
て
い
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
横

道
で
あ
る
。
山
の
手
が
右
側
に
な

っ
た
た
め
、
左
側
の
視
界
が
開
け

て
く
る
。
街
道
の
ル
ー
ト
を
な
ぞ

り
な
が
ら
林
道
は
延
び
て
い
る
。

　
道
の
両
側
は
檜
林
で
あ
る
。
分

岐
か
ら
二
十
分
程
で
林
道
は
四
つ

辻
に
な
る
。
右
手
は
黒
森
山
頂
上

へ
の
林
道
、
左
手
は
峰
岩
戸
、
寺

村
へ
と
続
く
林
道
で
あ
る
。
こ
の

辻
を
真
っ
直
ぐ
突
っ
切
っ
て
街
道

は
延
び
て
い
る
。
左
に
目
を
転
ず

る
と
八
艘
が
森
が
遙
か
遠
く
に
か

す
ん
で
見
え
る
。

店
屋
敷
・
一

　
先
程
の
辻
を
真
っ
直
ぐ
行
く
の

で
あ
る
が
、
右
手
に
見
え
て
く
る

平
地
が
店
屋
跡
で
あ
る
。
杉
が
植

林
さ
れ
て
い
て
現
在
そ
の
痕
跡
を

残
す
も
の
は
何
も
な
く
、
林
道
側

に
僅
か
に
石
積
み
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
。
（
続
く
）

ふ
る
さ
と
の
道

越
知
史
談
会
No.9

け
が

あ
　

せ
　

び

は
っ
そ
う

く
ち  

き 

の
と
う
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  平成22年度が始まりました。越知小学校では４月７日には満開の桜のもと入学式が行われました。新１年生は

42人です。名前を呼ばれると大きな声で返事ができて、緊張した顔がりりしく見えます。今年の一年生は聞き方

がとても上手です。背筋をぴしっと伸ばして、話をしている人の顔をきちんと見ています。みんながそろってでき

ているので感心しました。

　翌日には、上級生との対面式がありました。ここでもはきはきした声であいさつができ、元気な歌も聞かせて

くれました。

　入学式から一週間ほどした時のある日教室をのぞくと、一年生のＡ組さんでは、プリントに線を書く練習をし

ていました。Ｂ組さんでは、国語の本を開けて絵を見ながら先生の質問に答えていました。その時、ある子ども

が私（校長）に、そっと「今日のご飯は何？」と聞いてくれました。とてもかわいいです。早く学校生活になれてほ

しいと思いました。

平成２２年度　教職員数

　　校長１　教頭１　教諭１４　講師１　　養護教諭１　学校栄養士１　学校事務職員１

　　特別支援教育支援員２　　学校図書館支援員１　　用務員１　調理員５　合計２９人

　純真な子どもたちの瞳が曇ることのないように、学校と家庭と地域が力を合わせて子どもたちを育ててまいり

たいと思います。本年度も、なにとぞよろしくお願い申し上げます。

　越知中学校では毎年、各事業所の皆様方のご支援・ご協力を賜り、3年生の職業体験学習を受け入れてもら

っています。

　今年は５月１０日（月）から１４日（金）までの期間で、4月中旬現在、生徒を受け入れ，体験をさせてもらえる事

業所は下記の所です。生徒が職業体験をしている姿を見かけられましたら、励ましの言葉でも掛けていただけ

ればと思います。（順不同：敬称は略させていただきました）

　各事業所の皆様には大変お世話になります。よろしくお願いいたします。

　去る４月15日、越知町８区の氏原和子様より、越知小学校と越知中学校の
図書の購入にと、20万円のご寄付をいただきました。
　長年にわたるご芳志まことにありがとうございます。

越 知 小 学 校 新入生を迎えて

越 知 中 学 校 3年生の職業体験が始まります

ご寄付のお礼

越知保育園　　越知幼稚園　　越知小学校　　大崎郵便局　　越知郵便局　　越知町役場
横倉山自然の森博物館　　高吾北清掃センター　　特別養護老人ホーム五葉荘
越知スズキ西森商会　　渚美容室　　ミューズ美容室　　（株）かどた　　豚太郎越知店
メルヘン　　スリーエフ越知店　　ホームセンターファーム　　越知文具店　　松田牛舎
サンプラザ越知店　　まいどおおきにキリン　　本の森図書館　　高吾北消防署
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　新学期も始まり、学校生活にもだんだんと慣れてくるこの時期、新しいお友達もできて、
つい遅い時間まで外で遊ぶことも多くなります。
　次のことに気を付けて、楽しい学校生活を過ごしてください。

○暗くなる前には家に帰る。
○知らない人にはついて行かない。
○外へ遊びに行くときは、誰とどこで遊ぶかを家の人に言ってか
ら出かける。
○誘われても、車には乗らない。
○外で遊ぶときは、一人では遊ばない。
○怖い目にあったら、大人に知らせる。
○誰かにつれていかれそうになったり、怖い目にあったら、
「助けて」と大きな声で助けを呼びましょう。

－保護者の皆さんへ－

 お子さんが外へ遊びに行くときに
は、必ず「誰とどこで遊ぶのか」
「帰りは何時ごろになるのか」を確
認し、一度一緒に通学路を歩いて
みて、危険な場所などがないかの
確認をお願いします。

　毎月第３木曜日は「通学路安全の日」となっています。
　登下校時にパトロールや見守り活動などを行っていますが、保護者の皆さん、地域の皆さん、みんなで協
力して事件や事故から子どもたちを守りましょう。

　期間中は、街頭指導やドライ
バーサービス、パレードを行い
ました。
　ボランティアをはじめご協力
してくださった地域の皆様、あ
りがとうございました。



｜広報おち｜5月号｜22｜

お
く
や
み

町
民
の
動
き

3
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

3

11

24

39

6,658

3,113

3,545

3,033

（△23）

（△5）

（△18）

（△2）

３
区

４
区

６
区

７
区

10
区

10
区

五
葉
荘

中
大
平

今
成

清
水

黒
瀬

岡
田
　
稲
尾

濱
口
　
香
代

寺
村
　
慶
助

岡
田
　
　
香

大
川
　
智
子

西
森
　
竹
美

斎
藤
　
達
驥

片
岡
　
敏
一

箭
野
　
順
子

井
上
　
玉
猪

片
岡
　
数
子

住
　
所

氏
　
　
　
名

歩
こ
う
会

宮
の
前
公
園
コ
ー
ス

【
日
時
】

５
月
14
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分

お
ち
駅
前
集
合

午
前
９
時
40
分

お
ち
駅
出
発

午
後
４
時
00
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
宮
の
前
公
園
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
弁
当
持
参
の
こ
と

・
茶
碗
持
参
の
こ
と

・
流
し
そ
う
め
ん
を
実
施
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
矢
野

　
T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　

月
曜
・
年
末
年
始
）

　
た
だ
い
ま
「
第
52
回
こ
ど
も

の
読
書
週
間
」
期
間
中
で
す
。

　
小
学
生
を
対
象
に
「
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
」を
使
っ
た
楽
し
い
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん

本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

子
ど
も
の
本

「
３
じ
の
お
ち
ゃ
に

き
て
く
だ
さ
い
」

こ
だ
ま
と
も
こ 

作

　
川
を
流
れ
て
き
た
の
は
、
お
茶
会

へ
の
招
待
状
。
ま
り
ち
ゃ
ん
た
ち
は

地
図
を
頼
り
に
出
か
け
ま
す
。

「
た
ん
じ
ょ
う

じ
ど
う
し
ゃ
」小

風
　

さ
ち 

作

　
自
動
車
工
場
で
１
台
の
車
が
で
き

る
ま
で
を
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
文
章
と

丹
念
な
絵
で
描
き
ま
す
。

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（4月1日現在）

「
た
い
こ
た
た
き
の

パ
チ
ャ
リ
ン
ト
く
ん
」

長
谷
川
摂
子 

作

　
太
鼓
た
た
き
の
パ
チ
ャ
リ
ン
ト
く

ん
が
、
街
を
壊
し
た
り
作
っ
た
り
…

痛
快
な
冒
険
を
く
り
広
げ
ま
す
。

新
着
図
書
（
一
般
）

◇
１
Ｑ
８
４
　

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
３

（
村
上
春
樹
）

◇
龍
馬
伝
　

Ⅱ
　
　  

（
福
田
　

靖
）

◇
天
地
明
察
　
　
　  

（
冲
方
　

丁
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。



｜23｜広報おち｜5月号｜

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

『
会
員
募
集
中
』

　
あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
毎
月
、
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら
約
２
時

間
、
町
民
会
館
で
、
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
を
講
師
に
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
初
め
て
の
方
に
も
先
生
が
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。 

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
澤
田
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
・
０
８
９
７
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
４
月
11
日
に
は
、
春
雨
の
中
、
越
知
町
内
数
カ
所
（
柴
尾
の
義
天
玄

詔
碑
・
横
倉
の
耳
無
し
地
蔵
・
虹
の
里
横
畠
・
鎌
井
田
の
沈
下
橋
な

ど
）
に
、
句
材
を
求
め
て
吟
行
を
行
い
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
次
の
機
会
に
は
、
皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

あ
け
ぼ
の
句
会

月

月

28

31

3

9

10：00～15：00

13：30～

  8：30～

◎
た
む
ら
ち
せ
い
　
　
歌
仙
堂
に
幣
張
り
に
来
し
春
の
霧
　
　
　  

　

○
檮
原  

数
密
　
　
白
木
蓮
今
年
も
す
っ
き
り
友
の
庭

○
西
　
せ
つ
子
　
　
退
院
を
迎
え
て
く
れ
し
黄
水
仙
　
　
　
　

○
西
森
や
す
え
　
　
一
字
書
く
こ
と
の
む
づ
か
し
き
日
の
永
さ

○
服
部
す
え
子
　
　
流
し
雛
岸
に
寄
る
あ
り
流
る
る
あ
り

○
松
本
　
孝
子
　
　
雨
と
書
き
春
雨
と
書
き
家
居
か
な
　
　
　
　

　
　
　

○
岡
田
　
美
央
　
　
凍
て
し
夜
も
地
球
に
乗
り
て
廻
り
お
り
　
　
　
　

○
辻
　
　
静
香
　
　
初
蝶
を
追
い
か
け
て
お
り
三
輪
車
　
　
　

○
中
沢
ゆ
う
子
　
　
ギ
ボ
ウ
シ
の
新
芽
柔
ら
か
青
々
と
　
　
　
　

○
澤
田
　
泰
彦
　
　
才
谷
村
の
紅
梅
龍
馬
の
血
の
匂
い

カ月歳

11ページ参照

10ページ参照

11ページ参照

13ページ参照

11ページ参照

11ページ参照

行政相談

なかよしひろば

なかよしひろば

「ヤイロチョウとともに歩む」講演会 横倉山自然の森博物館

横倉山自然の森博物館呈茶 10：00～

  9：30～

  9：30～11：00

  9：30～

13：00～15：00

13：00～

10：00～

  8：30～ 9：15

10：00～

  8：30～

  9：00～

  8：30～ 9：15

  9：40～

  7：45～ 8：15

10：00～

  
9：30～

13：00～

  
9：30～

10：00～

13：15～

10：00～15：00

13：30～

5
月

6
月



昨年10月のリニューアルに伴い、２階宿泊者専
用レストランを新設し、１階レストラン『ポン
テ』は、一般のお客様がご利用しやすくなりま
した。「ゆの森弁当」1,000円「土佐ジロー卵
のオムライス(半熟)」850円などの人気メニュ
ーに加え、約40種類の新メニュー。温泉も新し
い源泉となり、湯量も豊富になりました。皆様
のお越しをお待ちしております。

お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！お湯の香りも泉質も良い『新しい温泉』が沸きました！

◎温泉のご利用時間：11:00～21:00　入浴料：大人600円･小人(3～12歳)300円
　11:00～14:00ランチタイム　14:00～15:30ティータイム
　15:30～21:00ディナータイム(ラストオーダー20:00)
◎毎週火曜日定休日(祝日の場合は翌日) 中津渓谷 ゆの森 仁淀川町名野川258-1

http://www.yunomori.jp/ ☎0889-36-0680
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お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

小田 橙弥

平成21年5月20日

男

小田 昌史・ももこ

越知町1区

明るく元気に育ってね。（父）
優しい男の子になってね。（母）
とうや、スキ！！（兄）

こ   だ    とう  や

お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

胡摩﨑 龍也

平成21年5月20日

男

胡摩﨑 真也・由美

越知町小舟

龍のごとく、男気溢れる男の
子に育ってください。（パパ）
強く逞しく、心優しい男の子に
なってね！龍也大好き♥（ママ）
これからもいっぱい遊ぼうね！
（お姉ちゃん）

ご   ま   さき  りゅう や
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